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A.

以下 の 表 A.1 の よ う に , 2変数 x, y に 関す る n個の デ ー タ 与え られ て い る . 以下 の 文章

表 A.1: 変数 x, y の デ ー タ

x y

1 x1 y1

2 x2 y2

...
...

...

i xi yi

...
...

...

n xn yn

中の 空欄 ア ～ カ の 中に 最も 適切な 数式を記 入せ よ .

最小 2乗法は , デ ー タ (xi, yi) (i = 1, · · · , n) に 最も 良く あ て は ま る 直線 y = a + bxを求

め る 方法の 一つ で あ る . こ こ で , 直線 y = a + bx の あ て は ま り の 度合を測る 尺度と し て ,

残差平方和

Q =

n∑

i=1

ε2

i

= ア

n∑

i=1

{yi − (a + bxi)}
2

が 用い られ る . 即ち, Qを最小に す る 直線 y = a + bx が デ ー タ (xi, yi) (i = 1, · · · , n) に 最

も 良く あ て は ま る 直線で あ る と 考え る の で あ る .

Qを 2変数 a, b に 関す る 関数と みて , Q(a, b)を最小に す る a と bを求め る に は , 次の 連

立方程式の 解 を求め れ ば よ い .

∂Q

∂a
= イ -2

n∑

i=1

{yi − (a + bxi)} = 0,

∂Q

∂b
= ウ -2

n∑

i=1

xi{yi − (a + bxi)} = 0.

1



2

a,b に つ い て 整理す る と ,
a +x̄b = ȳ,

s2

xb = sxy

が 得られ る . こ の 連立方程式を解 い て ,

a = エ ȳ −
sxy

s2
x

x̄ ,

b = オ
sxy

s2
x

を得る .

し たが っ て , デ ー タ (xi, yi) (i = 1, · · · , n) に 最も 良く あ て は ま る 直線 (= 回 帰方程式) は ,

カ y = ȳ + sxy

s2
x

(x − x̄)

で あ る . こ の 直線は 必ず (x̄, ȳ)を通る こ と が わ か る .

B.

表 B.1 に 示す よ う な 2変数 x, y に つ い て の n = 10個の デ ー タ が 得られ て い る と す る .

以下 の 文章中の 空欄 キ ～ ス の 中に 適切な 数値を記 入せ よ .

表 B.1:

No x y

1 69 -147

2 43 -76

3 32 -53

4 40 -72

5 68 -141

6 43 -79

7 38 -58

8 49 -95

9 34 -53

10 62 -124

変数 x の 平均 x̄ と 変数 y の 平均 ȳ は ,

x̄ = キ 47.8 ,

ȳ = ク -89.8 ,
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と な り , 変数 x の 分散 s2

x と 変数 y の 分散 s2

y は ,

s2

x = ケ 170.36 ,

s2

y = コ 1143.36

と な る . ま た, x と y の 共分散 sxy は ,

sxy = サ -439,66

で あ る . ゆ え に , 回 帰方程式 y = a + bx の y切片 a及び 傾き b は 以下 の 通り で あ る .

a = シ 33.56 ,

b = ス -2.58 .

C.

本講義「 デ ー タ 解 析」 に つ い て の 感想, 要望, 質問等が あ れ ば 記 せ .


